
眠くならない新入生ガイダンスを

目指して

必要なときに必要な情報を

平成19年度学術情報リテラシー教育担当者研修 1班

NII会場



寝ているわ・・・

こ、こんなに目の前で



1 必要なときに必要な情報を
与えられていないから

レポート・・・

まだまだ先の話だよな。



2 パワーポイントを使うと一方通行になり
退屈・・・・

ぺらぺら

ぺらぺら

ぺらぺら

わかったような

わからないような

ZZZ・・・



3 インターネットで何でも解決できるから
図書館なんか必要ないと思っている

つーか、

いらなくね？



１．必要性を呼び起こすには

①必要性を実感させる

–目先に迫ったレポートを書くのに不可欠
– これを聞かないと後で困るというプレッシャー

こうなっちゃうぞ～



②勉強以外でも使えるよのアピール

– リラックスする場として
–書庫や新聞縮刷版などで驚きや発見を呼び起こす
＞「図書館は宝箱だ！」

図書館て、

そんな

悪いとこじゃないでしょ？



２．パワーポイントの問題

• 寝るし、聞かないし・・・
• 座学だけでは学生をひきつけられない

パワーポイント（座学）をやめてしまう？

いっそ



じゃあどうする？

–OPACやDB検索中心にする
–課題をたくさん準備する
–フォローアップのための資料も用意

せっせ

せっせ



ほかに

• 工夫あれこれ
– クイズ、クロスワードパズル（例参照）、コント形式

• 図書館ツアーを検索実習と連動させる
–宝探しのような問題を作って図書館探検（例参照）

館内を

探せ！！！



工夫ぷちネタ

• 何にしてもつかみは大事！！
–検索キーワードの工夫（時事ネタなど）

• 館内ツアーでは・・・
–アルバイトの先輩学生などに担当してもらう

• 実際の利用者の立場で説明してもらえる

• マナー指導だったら・・・
–破損、落書きなどをされた資料を見せて視覚に
訴える

赤福とか・・・



３．インターネットだけでいいの？

• インターネットの情報と図書館資料の情報の違いを
十分に理解させる

• 情報の質

実例を挙げる



まとめ
熱意を形に！！
学生が主体的に参加できるような環境を整える
担当教員からも学生に働きかけてもらう

準備と根回し

熱意（と体力）


